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• 2020年代後半を導入初期、2030年代前半を成長期、2030年代後半を成熟
期、2040年代以降を完成期として、各年代における空飛ぶクルマの実現イ
メージとその実現に必要な対応を整理

• 2027年/2028年以降から一部先行する地域で商用運航がスタート

• その後、運航頻度の向上により導入地域が徐々に拡大、事業規模拡大による
経済性の向上等により広域的なネットワークが形成されるという流れを想定

• 今後、空飛ぶクルマの具体的なネットワークの形成などに向けて、運航事業
者や自治体などの関係者と連携して、広域的に検討を深めていく

空飛ぶクルマの運航拡大とネットワーク形成

大阪・関西万博後の空飛ぶクルマの社会実装に向けて、中長期的なビジョンを
検討し、「大阪・関西万博後の社会実装の実現イメージについて」を官民協議
会において取りまとめた
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大阪・関西万博後の実現イメージについて



大阪・関西万博後の社会実装の実現
イメージ（案）

第11回空の移動革命に向けた官民協議会（令和７年８月２８日）

大阪・関西万博後の社会実装の実現イメージ
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万博における運航管理システム実証（ReAMoプロジェクト）

• 新たなエアモビリティドローンや空飛ぶクルマと既存の航空機との間での安
全で効率的な運航を実現するため、 ReAMoプロジェクトにおいて運航管理
システム（UTM・UATM）を開発中。

• 万博では、空飛ぶクルマとドローンが同じ会場内で運航するための運航管理
システムを試験提供した。

4https://drone-journal.impress.co.jp/docs/news/1187751.html

空飛ぶクルマ・ドローンの飛行空間の棲み分け

ドローンの飛行を不可とする空間（ジオフェンス）、
ドローンの飛行が計画されている空間（ジオケー
ジ）を設定。

リアルタイム位置情報提供（動態管理）

ドローンの識別情報と位置情報を発信するリモート
IDと、空飛ぶクルマに搭載される位置情報システム
ADS-B の信号を、万博会場に設置した低高度用受
信機によって受信。
接近等を把握することでドローン・空飛ぶクルマの
安全運航に役立てる。
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